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特集・前橋るなぱあく

　

前
橋
市
大
手
町
。
官
公
庁
の
庁
舎
が
立

ち
並
ぶ
こ
の
地
に
は
、
か
つ
て
徳
川
家
康

か
ら
「
関
東
の
華
」
と
言
わ
れ
た
前
橋
城

が
築
城
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
街
化
と
と

も
に
城
の
遺
構
は
姿
を
消
し
て
き
ま
し
た

が
、
た
だ
ひ
と
つ
、
趣
向
を
変
え
た
形
で

残
る
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
城
の
周

り
を
囲
ん
で
い
た
空
堀
。
こ
れ
は
水
を
張

ら
な
い
窪
地
で
、
そ
の
深
さ
は
５
㍍
か
ら

６
㍍
に
も
。
中
央
児
童
遊
園
は
こ
の
空
堀

跡
に
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

中
央
児
童
遊
園
は
昭
和
29
年
10
月
１
日

に
誕
生
。
当
時
、
前
橋
は
市
制
施
行
60
周

年
や
周
辺
町
村
と
の
合
併
を
記
念
し
、
近

代
的
な
大
都
市
へ
と
発
展
し
て
い
く
足
掛

か
り
と
し
て
、
大
博
覧
会
「
前
橋
グ
ラ
ン

ド
・
フ
ェ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
大

手
町
に
造
ら
れ
た
４
つ
の
会
場
に
は
、
１

カ
月
の
開
催
期
間
中
に
24
万
８
，
０
０
０

人
が
来
場
。
１
日
平
均
８
，
０
０
０
人
と

い
う
驚
異
的
な
人
数
で
し
た
。

　

第
２
会
場
と
し
て
造
ら
れ
た
中
央
児
童

遊
園
は
そ
の
目
玉
の
一
つ
。
面
積
は
８
，

８
０
０
平
方
㍍
で
、
公
式
サ
ッ
カ
ー
場
の

ピ
ッ
チ
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
で
す
。
堀
の
上

の
四
隅
に
立
て
ば
、
簡
単
に
園
内
全
体
を

見
渡
せ
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
詰
め
掛
け

る
様
子
は
、
ま
さ
に
芋
を
洗
う
よ
う
。
遊

具
利
用
券
を
求
め
る
人
の
行
列
は
園
の
外

に
ま
で
続
き
、
迷
子
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん

で
し
た
。
サ
ル
が
乗
っ
て
い
な
く
て
子
ど

も
た
ち
か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
た

お
猿
の
電
車
に
は
、
フ
ェ
ア
終
了
が
迫
る

３
日
前
か
ら
本
物
の
サ
ル
が
登
場
。
電
車

の
先
頭
に
ま
た
が
る
そ
の
姿
に
、
子
ど
も

も
大
人
も
大
喜
び
で
し
た
。

　

フ
ェ
ア
終
了
後
、
次
々
と
取
り
壊
さ
れ

て
い
く
ほ
か
の
会
場
を
横
目
に
、
中
央
児

童
遊
園
だ
け
は
児
童
厚
生
施
設
と
し
て
残

る
こ
と
に
。
第
１
会
場
に
設
け
ら
れ
て
い

た
自
動
木
馬
２
台
は
、
中
央
児
童
遊
園
へ

移
設
さ
れ
ま
し
た
。新
た
に
３
台
を
加
え
、

５
台
の
木
馬
に
乗
れ
る
も
く
ば
館
が
誕

生
。
フ
ェ
ア
終
了
後
も
こ
れ
を
目
当
て
に

多
く
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
す
。

　

利
用
者
数
は
年
々
増
え
続
け
、
開
園
10

年
後
に
は
年
間
１
０
０
万
人
を
突
破
。
手

ご
ろ
な
価
格
で
家
族
が
楽
し
め
る
定
番
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
不
動
の
地
位
を
築
い
て

い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
、
日
本
の
景
気
は
う
な
ぎ
昇

り
。
そ
の
波
に
乗
っ
て
、
全
国
各
地
に
大

型
観
光
施
設
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
前
橋

で
も
一
大
事
業
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
記
念

事
業
と
し
て
練
ら
れ
た
「
前
橋
公
園
整
備

基
本
構
想
」。
こ
れ
は
、
一
体
感
あ
る
大

公
園
に
す
べ
く
、
老
朽
化
が
進
む
中
央
児

童
遊
園
を
撤
去
し
、
跡
地
を
広
場
に
し
よ

う
と
い
う
計
画
で
す
。
こ
の
発
表
に
市
民

は
動
揺
し
、
そ
の
関
心
は
中
央
児
童
遊
園

に
。
こ
の
年
の
利
用
者
数
は
、
今
な
お
破

ら
れ
て
い
な
い
最
高
の
１
４
１
万
６
，
７

０
７
人
に
も
達
し
ま
し
た
。

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
影
響
を
受
け
、
計

画
は
錯さ
く
そ
う綜
。
進
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
ひ
と

ま
ず
安
心
と
安
堵
し
た
の
も
つ
か
の
間
、

第
２
の
危
機
が
押
し
寄
せ
ま
す
。

　

平
成
８
年
、
赤
城
南
面
に
大
遊
園
地
を

建
設
す
る
計
画
が
浮
上
。
中
央
児
童
遊
園

を
移
転
整
備
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
市
民
も
寝
耳
に
水
。
２
年

の
調
査
期
間
中
に
寄
せ
ら
れ
た
中
央
児
童

遊
園
の
現
地
存
続
を
願
う
市
民
の
声
は
、

非
常
に
大
き
な
も
の
で
し
た
。
市
は
こ
れ

を
受
け
、
中
央
児
童
遊
園
を
大
遊
園
地
構

想
か
ら
切
り
離
し
、
現
地
存
続
に
方
針
転

換
。
平
成
11
年
に
は
、
17
年
ぶ
り
に
遊
具

の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
代
に

躍
ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
市
民
の
確
か
な

思
い
が
、
中
央
児
童
遊
園
を
存
続
危
機
か

ら
救
っ
た
の
で
す
。

　

開
園
か
ら
50
年
。
平
成
16
年
か
ら
中
央

児
童
遊
園
の
運
営
は
民
間
委
託
さ
れ
ま
し

た
。
民
間
活
力
を
導
入
し
て
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
運
営
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
す
る
の
が
目
的
。
こ
の
と
き
、
愛
称

を
公
募
し
、
郷
土
の
詩
人
・
萩
原
朔
太
郎

の
詩
「
遊る
な
ぱ
あ
く

園
地
に
て
」
に
ち
な
ん
だ
「
前

橋
る
な
ぱ
あ
く
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
か
ら
は
、
朔
太
郎
を
核
に
文

化
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
波は
ぎ宜
亭て
い
倶
楽
部
が
、
運
営
だ
け
で
な

く
管
理
も
。「
心
が
温
ま
る
大
切
な
場
所
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
日
本
一
懐
か
し
い
遊

園
地
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
に
愛
さ
れ
続
け
て
半
世
紀

２
度
の
存
続
危
機
も
乗
り
越
え

知
る

前
橋
城
の
遺
構
現
代
に
生
き
る

大
博
覧
会
の
目
玉
の
１
つ

フ
ェ
ア
終
了
後
木
馬
が
登
場

バ
ブ
ル
到
来
以
降
２
度
の
存
続
危
機

運
営
と
管
理
に
民
間
の
力
を

現代に生きる時代の象徴
国の登録有形文化財に

　るなぱあくのもくば館と旧ラジオ塔が、国の登録有
形文化財になることが発表されました。もくば館の木
馬は、かつて全国各地の百貨店の屋上などで見ること
ができましたが、現存するのはるなぱあくの５台だけ。
全国の遊園地で活躍する現役遊具の中で初の登録有形
文化財になります。ラジオ塔は、昭和８年、前橋公園
内に設置され、塔の前にはラジオの音声に聞き入る多
くの市民の姿が。現在は園北側の高台に移設され、園
内放送設備として活用されています。

上　入り口にあふれる
人。奧に見えるのは飛
行塔

左上　豆自動車と超満
員のお猿の電車。高台
の上からも多くの人が
見物

左　当時の案内図。大
型遊具は豆自動車、お
猿の電車、飛行塔、観
覧車、メリーゴーラン
ドの５つ。シカやクマ、
キツネ、サル、七面鳥、
クジャク、水鳥などの
動物もいっぱい


